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私たちは、福岡大学病院でデュオドーパの治療を受ける患者さんに、導入のための入院
から退院後の外来受診まで広く・長く関わっています。
当院に通院中の患者さんでも医師や看護師との付き合いが長い方、短い方と様々ですが、
すべての患者さんにより良い治療をお届けするために、日々のコミュニケーションを
大事にしています。

デュオドーパ治療は導入後も患者さんの症状に合わせ、医師は外来においても薬剤の用量調整などを随時
行います。
用量調整とひと言でいっても、患者さん一人ひとりに合ったきめ細やかな調整が必要です。
そのため、医師や看護師は、患者さんから伺う普段の生活や症状の変化などの情報をとても大切にしています。
どんなことでお困りなのかを具体的に伺い、外来の短い時間で得た情報を最大限に治療に活かしたいと思って
います。

一方で、患者さんも困りごとを解決するために、医師や看護師に細かな情報を伝えたいと思っておられると
感じています。
いざ外来となると、「上手く伝えられなかった」、「相談したいと思っていたのに別の話で終わってしまった」、
「質問されなかったから話さなかった」などの経験をされた方も多いのではないでしょうか。
外来での診察時間には限りがありますが、患者さんの「しっかりと伝えたい、聞いてほしい」という想いと、医師や
看護師の「具体的に知りたい、伝えてほしい」という双方の想いがつながることが、より良い治療への近道です。

このたび、患者さんの「伝えたい」・医療従事者の「知りたい」をデュオドーパ治療に関連する様々な項目にして
共有・見える化できるように、「患者さんと医療従事者をつなぐ デュオドーパ外来連絡帳」が皆さんのお手元に
届けられることになったそうです。
患者さんや介護者の皆さんの「こんなことも伝えたい、あんなことも相談したい」を整理し、日々の患者日誌の
振り返りや、外来でのより良いコミュニケーションの一助としてお使い頂けるよう、普段、患者さんと接する
機会が多い看護師の立場から、様々な場面での会話例などをご紹介します。
次の外来で、主治医や看護師と会話をする際に、是非活用してみてくださいね。
本誌が、皆さんと皆さんを取り巻くすべての方々の笑顔につながると嬉しいです。

「伝えたい」と「知りたい」、想いをつなぐ
～デュオドーパ外来連絡帳を活用しましょう～

看護師 山元 ちほみ
福岡大学病院 看護部 脳神経センター

福岡パーキンソン病診療センター 看護師 山本 澄子

デュオドーパ外来連絡帳をお送りします

体内

空腸チューブ

イメージ図

外来で相談したいこと

主治医や看護師との会話メモ

連絡帳
記入日 受診日

次の外来で先生に相談したいことなどを整理しましょう

●外来連絡帳の残りのページが少なくなりましたら、コールセンターにお電話ください

該当する□に を入れてください（複数選択可）

年　　　月　　　日

1. 最近の体調や生活

Q. 1日の中で薬の効果を感じにくい
時間帯はありますか?

□起床時　□朝の投与後　□午前（朝食から昼食まで）
□午後（昼食から夕食まで）　□夜（夕食から就寝前まで）
□寝る前　□就寝後（中）

□眠れる　　□おおむね眠れる　　□あまり眠れない

（　　　　　　）日に1回ある

□ある　　□ときどきある　　□ない

Q. 毎日の睡眠について

□ある　　　□ときどきある　　　□ほとんどないQ. つらいジスキネジアがありますか？

Q. 毎日の排便について

Q. むせや飲み込み難さがありますか？

2. 追加投与

Q. 前回の受診時に比べて回数は
変わりましたか？

□減った　　　□同じ　　　□増えた

□0回　　□1回　　□2回　　□3回　　□4回
□5回以上

□よく感じる　　□おおむね感じる　　□あまり感じない　
□ほとんど感じない　　□感じるときと感じないときがある

Q. 最近の1日当たりの追加投与の
回数は平均何回くらいですか?

Q. 追加投与の後、
薬の効果を感じますか？

4. 胃ろう周辺

Q. 最近気になる症状はありますか? □痛い　□かゆい　□赤い　
□ジュクジュクしている（例：汁が増えた、服に染みているなど）　
□肉芽ができている　□ただれている　□臭う　□特にない

□ほぼ毎日している　　□ほとんどしていない

□ほぼ毎日している　　□ほとんどしていない

Q. 胃ろう周辺の洗浄を
行っていますか？

Q. チューブの動きを確認していますか? 
（バンパー埋没症候群の予防）

3. ポンプアラーム

Q. 最近アラームが鳴りましたか？ 　　 □はい（下記に してください）　　□いいえ

□コウアツアラームヘイソクアリ　　□カセットナシドウサフノウ　　□デンチギレ または デンチフリョウ
□アップストリームヘイソク　　□Error（エラー）　　□アラームの種類はわからない

年　　　月　　　日
年　　　月　　　日

（今回）
（前回）

5. チューブ

Q. 最近気になることはありますか? フラッシングが固い（□薬液ポート　　□胃ろうポート）
チューブがとても長くなった　　□チューブがとても短くなった
チューブが外れた（抜けた）　　□液漏れするようになった
外部固定板がとまらない
お腹の中に引っ張られる感じがする
チューブやコネクタが破損している

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6. その他

Q. 最近デュオドーパコールセンターに電話しましたか？ □はい（下記に してください）　　□いいえ

Q. 薬剤が投与できない場合に備え、
救済薬（経口レボドパ製剤）はありますか？

Q. 資材で足りないものはありますか？

Q. 以下の予定はありますか?　　　□はい（下記に してください）　　□いいえ

□ポンプのアラームが鳴った □ポンプ操作がわからなくなった □ポンプバッグなどの資材を依頼した
□チューブに関することを聞いた □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ある　　□ない　　□わからない

□フラッシング用器具　　□患者日誌　　□その他

＊いつを予定していますか?　　　　　年　　　月　　　日頃
□旅行（□国内　　□海外、　　　泊　　　　日）　　　□飛行機に乗る
□検査を受ける（MRI、CT、レントゲン、胃カメラなど）　　□別の病院に入院する
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

記入例

外来から外来の間に起こったことや困ったこと、
気になることなど、主治医の先生や看護師さんに
相談したい内容を事前に整理しておきましょう。
介護者や訪問看護・介護の方のコメントを記入
しても良いかもしれません。

忘れないように、外来時の
主治医や看護師のコメント
を記入しておきましょう。

日

いことなどを整理しましょう
該当する□に を入れてください（複数選択可）

時間帯はありますか?
□朝の投与後　□午前（朝食から昼前 食まで）

□午後（昼食から夕食まで）　□夜（夕□□□□□□□□□□□□□□□□□ 食から就寝前まで）
□寝る前　□就寝後（中）

□□眠れる　眠れる □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□おおむね眠れる　　おおむね眠れる □□あまり眠れないあまり眠れない

（　　　　　　）日　　　　　 に1回ある

□ある　 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ときどきある　 □ない

Q. 毎日の睡眠についてQ. 毎日の睡眠について

□□あるある　　　□□ときどきあるときどきある 　　□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ほとんどないほとんどないQ. つらいジスキネジアがありますか？Q つらいジスキネジアがありますか？

Q. 毎日の排便について

Q. むせや飲み込み難さがありますか？

2. 追加投与

Q. 前回の受診時に比べて回数は
変わりましたか？

□減った　　 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□同じ　　 □増えた

□0回　 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□1回　 □2回　 □3回　 □4回
□5回以上

□よく感じる　 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□おおむね感じる　 □あまり感じない　
□ほとんど感じない　　□感じるときと感じないときがある

Q. 最近の1日当たりの追加投与の
回数は平均何回くらいですか?

Q. 追加投与の後、
薬の効果を感じますか？

4. 胃ろう周辺

Q. 最近気になる症状はありますか? □痛い　□かゆい　□赤い　
□ジュクジュクしている（例：汁が増えた、服に染みているなど）
□肉芽ができている　が □ただれている　だ □臭う　□□□□□□□□□□□□□□□□□□□特特にない

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ほぼ毎日しているほぼ毎日している　　□□ほとんどしていないほとんどしていない

□ほぼ毎日している　　□□□□□□□□□□□□□□□□□ほほとんどしていないほ

Q. 胃ろう周辺の洗浄を
行っていますか？

Q. チューブの動きを確認していますか? 
（バンパー埋没症候群の予防）

3. ポンプアラーム

Q. 最近アラームが鳴りましたか？ 　　 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□はい（下記には してください）　 □いいえ

□コウアツアラームヘイソクアリ 　□カセットナシドウサフノウ　 □□□□□□□□□□□□□デデデンチギレデデ または デンチフリョウ
□アップストリームヘイソク 　□Error（エラー）　　□アラームの種類はわからない

年　　　月　　　日　月　　　　月　　　月　月　　　　月　　　月　月　　　　　
年　　　月　　　日　月　　　　　月　　　　　月　　　　　月　　　月 　　月　　　　　

（今回）
（前回）

連絡帳
記入日 受診日

次の外来で先生に相談したい

年　　　月　　　日　月　　　月　月　　　　月　　　　　月　　　　月　　　月　月　　　月　　　　

1. 最近の体調や生活

Q. 1日の中で薬の効果を感じにくい
時間帯はありますか?

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□起床時　起 □
□午後（昼食

記入例

体内

空腸チューブ

イメージ図

外来で相談したいこと

主治医や看護師との会話メモ

●外来連絡帳の残りのページが少なくなりましたら、コールセンターにお電話ください

5. チューブ

Q. 最近気になることはありますか? フラッシングが固い（□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□薬液ポート　 □胃ろうポート）
チューブがとても長くなった □チューブがとても短くなった
チューブが外れた（抜けた）　 □液漏れするようになった
外部固定板がとまらない
お腹の中に引っ張られる感じがする
チューブやコネクタが破損している

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6. その他

Q. 最近デュオドーパコールセンターに電話しましたか？ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□はははい（下記に してください）　　□いいえ

Q. 薬剤が投与できない場合に備え、
救済薬（経口レボドパ製剤）はありますか？

Q. 資材で足りないものはありますか？

Q. 以下の予定はありますか?　　　□は□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ い（下記に してください）　　□いいえ

□ポンプのアラームが鳴った □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ポンプ操作がわからなくなった □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ポンプバッグなどの資材を依頼した
□チューブに関することを聞いた □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ある　 □ない　 □わからない

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□フラッシング用器具　 □患者日誌　 □その他

＊いつを予定していますか?　　　　　年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 月　　　日頃　　　　　　　　　　　　
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□旅行（□□□□□□□□□□□□□□□□国内　　□海外、　　　泊　　　 日） □飛行機に乗る
□検査を受ける（MRI、CT、レントゲン、胃カメラなど）　 □別の病院に入院する
□その他（　 　 　　　 　 ）

外来から外来の間に起こったことや困ったこと、
気になることなど、主治医の先生や看護師さんに
相談したい内容を事前に整理しておきましょう。
介護者や訪問看護・介護の方のコメントを記入
しても良いかもしれません。

忘れないように、外来時の
主治医や看護師のコメント
を記入しておきましょう。

3 4

1冊で
外来12回分が
記入できます

患者さんと医療従事者をつなぐ

デュオドーパ®外来連絡帳

デュオドーパ®を使用されている方へ

氏名：

前回の外来から今回の外来の間に起こったことや困ったこと、気になることなど、
主治医や看護師さんに相談したい内容を事前に整理するためにご活用ください。

（注）本誌では「外来受診」のことを「外来」と省略して記載しています。



★実際に使っているところをイメージしてみましょう♪★

～例えば、こんな会話が生まれてきそうです～

～例えば、こんな会話が生まれてきそうです～

外来受診日が近くなったら記入しましょう
前回の外来から今回の外来の期間を振り返って外来連絡帳に記入しましょう。
最近起きたことばかりでなく、この期間に続いている困りごとや、前回の外来からの変化
なども書き留めましょう。
ご家族や介護者の方など、客観的な意見も取り入れるといいですね。

診察前の待ち時間などで看護師さんと外来連絡帳をみながら話をしましょう
日々の生活の中で、ポンプ操作やチューブの取り扱いなど、わからないことや不安があれば
看護師さんに確認するといいですね。
チューブやコネクタについて相談するときは、外来連絡帳のイラストを用いて、具体的に
話をしましょう。

明日は1ヶ月振りの外来だね。
さて、前回の外来からの1ヶ月を振り返ってみようかな。
一緒に手伝ってくれる?

先生との会話に夢中になって、相談したいことを忘れて帰ってきた
こともあったしね。
「外来で相談したいこと」の欄にメモして先生と外来連絡帳を
見ながら話すといいよね。

●●さん、こんにちは。先生の診察前に「外来連絡帳」
見せて頂けますか? 今日も書いてきましたよ!!　少し見てもらえますか?

あら、胃ろうのケアが少ないですね。
チューブは毎日動かしていますか? チューブを動かすのが少し怖いんですよね・・・

バンパー埋没症候群の予防のために毎日動かさないとね!
外来連絡帳にチューブの動かし方が載っているから一緒に
確認してみましょう。 実は気になっていたんですよね。

看護師さんから教えてもらえてよかったです。

患者日誌と外来連絡帳の合わせ技!! どちらも上手く活用しましょう患者日誌と外来連絡帳 どちらも上手く活用しま
★デュオドーパ患者日誌★

●毎日記入することが大事です
●日々の症状を記入しましょう
●治療開始・終了時間や、追加投与
などを記入しましょう

★デュオドーパ外来連絡帳★
●外来受診日の1～2日前に記入しましょう
●前回の外来から今回の外来の間の患者
日誌の記録を振り返りながら、主治医に
相談したいことを整理しておきましょう

外来受診 患者日誌（毎日） 外来受診 外来受診

●話は3つくらいに絞りましょう
●出来事は時系列で話をしましょう (いつの出来事かを明確にしましょう)
●外来連絡帳に を入れた項目で気になることは、
「外来で相談したいこと」に具体的に記入しましょう

外来で上手く
伝えるためのコツ

患者日誌（毎日）

もちろん! 伝え忘れると、その次の外来まで待たないといけないし、
気になっていることや困りごとを先生が聞いて治療につなげて
くれるといいわね。

チェックした項目で特に先生に話したいことは
「外来で相談したいこと」の欄に具体的に
書いておくといいわね。

開始・終了時間や、追加加投与
を記入しましょう

外来受診

しょう

毎日）患者日誌（毎

記録を振り返りながら、主治医
いことを整理しておきましょう

外来受診

外来連絡帳で
振り返り（外来前）

外来連絡帳で
振り返り（外来前）

患者さんと医療従事者をつなぐ

デュオドーパ®外来連絡帳

デュオドーパ®を使用されている方へ

氏名：

患者さんと医療従事者をつなぐ

デュオドーパ®外来連絡帳

デュオドーパ®を使用されている方へ

氏名：

患者さんと医療従事者をつなぐ

デュオドーパ®外来連絡帳

デュオドーパ®を使用されている方へ

氏名：

デュオドーパⓇ患者日誌デ オドデ オド パパⓇⓇ患患
デュオドーパⓇを使用されている方へ

お名前
様

記入期間
年　　　月　　　日～　　　年　　　月　　　日

●日誌は、毎日記入してください。
●受診日には、必ずこの日誌を持参してください。

デュオドーパⓇ患者日誌デ オドデ オド パパⓇⓇ患患
デュオドーパⓇを使用されている方へ

お名前
様

記入期間
年　　　月　　　日～　　　年　　　月　　　日

●日誌は、毎日記入してください。
●受診日には、必ずこの日誌を持参してください。

デュオドーパⓇ患者日誌デ オドデ オド パパⓇⓇ患患
デュオドーパⓇを使用されている方へ

お名前
様

記入期間
年　　　月　　　日～　　　年　　　月　　　日

●日誌は、毎日記入してください。
●受診日には、必ずこの日誌を持参してください。



2023年8月作成
JP-DUOD-220002-2.0

デュオドーパ®コールセンター
フリーダイヤル

0120-063-789
受付時間：24時間365日〈通話料無料〉

デュオドーパ®による治療を受けられる
患者さんのための問い合わせ窓口

わからないことがあれば
いつでもお電話ください。
お待ちしています。

 患者さんや
介護者の方々からの
お電話をお受けして

います。

★外来連絡帳はどこでもらえますか?★

～例えば、こんな会話が生まれてきそうです～

家にもどったら、「主治医や看護師との会話メモ」 に記入しましょう

外来での主治医や看護師との会話を記録しておきましょう。
次に外来連絡帳を記入するときにも、前回の記録を振り返ってみるといいですね。
困りごとが続くような場合は、次の外来でも先生に相談してみましょう。

事前に外来連絡帳を書いて質問を整理しておいて
良かった。持参して見ながら話ができるのもいいね。
先生にアドバイスを貰えたし安心したよ。

以前は相談し忘れて帰ってきてしまうことがあった
けれど、今日は全て伝えることができて色々と確認
できて良かったわね。

毎回のことだけれど、外来受診でも事前の準備って大事だね。
次回も外来の前に整理するのを手伝って!! 患者日誌も毎日しっかり記入しないとね。

次に外来連絡帳を書くときにも一緒に見直ししましょう。

～例えば、こんな会話が生まれてきそうです～

診察室で主治医に「外来で相談したいこと」にメモしたことを伝えましょう

外来連絡帳にメモしておいたことを相談しましょう。
前回の外来から今回の外来の間のことを振り返って、また、次の外来までの間に予定して
いる先のことや生活の変化なども前もって相談しておくと安心ですね。

先生こんにちは。●●です。
来週、健康診断でレントゲンを撮るのですが、
撮影時はポンプは外したほうがいいでしょうか。

レントゲン撮影ではポンプは外さなくて大丈夫です。
撮影の際にポンプが映り込んでしまわないように、気を付けて
くださいね。

ただし、MRI検査の場合、ポンプは必ず外してから入室してください。
MRIは強い磁気を発するのでポンプが壊れてしまいます。
検査中のポンプの扱いは、主治医と事前に話をして指示
を受けたことを伝えるといいですよ。

そうなんですね。
健康診断の検査項目によって、MRIに変わることもある
ようなので事前に教えて頂いてよかったです。
先生から指示を頂いたことを伝えます。

これからもそうします。
外来連絡帳にメモしておいたので、相談するのを忘れずに
すみました。

次の外来までの間に予定していることで、気になることや生活の変化
に関わることがあれば今回のように前もって相談してもらえると
お互い安心ですね。

外来連絡帳の残りのページが少なくなりましたら、コールセンターにお電話ください。


